
(57)【要約】

【課題】大腿骨に植設されるステム１と、該ステムに例

えば円錐形の緊締部によって固定される球ヘッド２と、

ソケット５とを有しており、該ソケット５内で前記球ヘ

ッド２が可動に支承されている形式の、人工股関節を改

良して、人工股関節における脱臼傾向を、従来のものと

比較して改善する。

【解決手段】球ヘッド２とソケット５との間に双極シェ

ル３が配置されていて、前記球ヘッド２が双極シェル３

内で回転し、該双極シェル３が前記ソケット５内で回転

するようにした。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 大 腿 骨 に 植 設 さ れ る ス テ ム （ １ ） と 、 該 ス テ ム （ １ ） に 例 え ば 円 錐 形 の 緊 締 部 に よ っ て
固 定 さ れ る 球 ヘ ッ ド （ ２ ） と 、 ソ ケ ッ ト （ ５ ） と を 有 し て お り 、 該 ソ ケ ッ ト （ ５ ） 内 で 前
記 球 ヘ ッ ド （ ２ ） が 可 動 に 支 承 さ れ て い る 形 式 の も の に お い て 、
　 球 ヘ ッ ド （ ２ ） と ソ ケ ッ ト （ ５ ） と の 間 に 双 極 シ ェ ル （ ３ ） が 配 置 さ れ て い て 、 前 記 球
ヘ ッ ド （ ２ ） が 双 極 シ ェ ル （ ３ ） 内 で 回 転 し 、 該 双 極 シ ェ ル （ ３ ） が 前 記 ソ ケ ッ ト （ ５ ）
内 で 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 、 人 工 股 関 節 。
【 請 求 項 ２ 】
　 双 極 シ ェ ル （ ３ ） と 球 ヘ ッ ド （ ２ ） と か ら 成 る 滑 り 対 偶 の 直 径 比 が 、 １ ． ０ ５ 乃 至 ５ 、
有 利 に は １ ． ２ 乃 至 ２ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 人 工 股 関 節 。
【 請 求 項 ３ 】
　 双 極 シ ェ ル （ ３ ） の 滑 り 対 偶 直 径 が ２ ６ ｍ ｍ 乃 至 ４ ０ ｍ ｍ 、 有 利 に は ３ ２ ｍ ｍ で あ っ て
、 球 ヘ ッ ド （ ２ ） の 滑 り 対 偶 直 径 が １ ４ ｍ ｍ 乃 至 ３ ２ ｍ ｍ 、 有 利 に は ２ ２ ． ２ ｍ ｍ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ 記 載 の 人 工 股 関 節 。
【 請 求 項 ４ 】
　 人 工 股 関 節 で あ っ て 、 セ ラ ミ ッ ク 製 の 球 ヘ ッ ド （ ２ ） と セ ラ ミ ッ ク 製 の 双 極 シ ェ ル （ ３
） と セ ラ ミ ッ ク 製 の ソ ケ ッ ト （ ５ ） と を 備 え て い る 形 式 の も の に お い て 、
　 こ れ ら の セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 （ ２ ， ３ ， ５ ） の 摩 擦 学 的 な 条 件 が 次 の よ う な 特 徴 の
組 み 合 わ せ に よ っ て 規 定 さ れ て い る 、 つ ま り
　 ａ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 （ ２ ， ３ ， ５ ） の 硬 さ が １ ０ ０ ０ Ｈ Ｖ （ ビ ッ カ ー ス ） よ り
も 大 き い 、
　 ｂ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 （ ２ ， ３ ， ５ ） の 関 節 を 成 す 面 の 表 面 光 沢 が ０ ． １ μ ｍ よ
り も 小 さ い 粗 さ を 有 し て い る （ Ｒ ａ 値 ＜ ０ ． １ μ ｍ ） 、
　 ｃ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 （ ２ ， ３ ， ５ ） の 関 節 を 成 す 面 の 接 触 角 が 、 １ ° 乃 至 ８ °
（ リ ン ガ ー 液 内 で 測 定 し て ） で あ る 、
　 ｄ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 （ ２ ， ３ ， ５ ） の 関 節 を 成 す 面 の 滑 り 対 偶 の 直 径 差 が 、 １
乃 至 ２ ０ ０ μ ｍ 、 有 利 に は ２ ０ μ ｍ 乃 至 １ ２ ０ μ ｍ で あ る 、
　 組 み 合 わ せ に よ っ て 規 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の 人 工 股 関 節 。
【 請 求 項 ５ 】
　 双 極 シ ェ ル （ ３ ） に 対 す る 球 ヘ ッ ド （ ２ ） の 回 転 中 心 点 と 、 ソ ケ ッ ト （ ５ ） に 対 す る 双
極 シ ェ ル （ ３ ） の 回 転 中 心 点 と が 、 ず れ （ ｄ ） を 有 し て い て 、 こ の ず れ （ ｄ ） が ０ ． １ ｍ
ｍ 乃 至 ５ ｍ ｍ 有 利 に は １ ． ５ ｍ ｍ 乃 至 ２ ． ５ ｍ ｍ で あ る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の 人 工 股 関 節 。
【 請 求 項 ６ 】
　 双 極 シ ェ ル （ ３ ） は 、 種 々 異 な る 壁 厚 の 横 断 面 を 有 し て お り 、 双 極 シ ェ ル （ ３ ） の 開 口
部 の 領 域 に 最 大 壁 厚 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か
１ 項 記 載 の 人 工 股 関 節 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 間 及 び 動 物 に 植 設 す る た め の 人 工 股 関 節 若 し く は 股 関 節 プ ロ ス テ ー シ ス に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 公 知 の 人 工 股 関 節 は 、 大 腿 骨 に 植 設 さ れ る ス テ ム と 、 該 ス テ ム に 例 え ば 円 錐 形 の 緊 締 部
に よ っ て 固 定 さ れ る 球 ヘ ッ ド と か ら 成 っ て い る 。 こ の 場 合 、 球 ヘ ッ ド は 、 ソ ケ ッ ト 内 で 回
転 す る よ う に な っ て い る 。 ソ ケ ッ ト は 骨 盤 に 直 接 植 設 さ れ る か 、 又 は 別 の 外 側 の シ ェ ル 内
或 い は プ ラ ス チ ッ ク 周 壁 内 に 挿 入 さ れ 、 次 い で 植 設 さ れ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 公 知 の 人 工 股 関 節 に お い て は 、 常 に あ る 程 度 脱 臼 す る 傾 向 が あ る 。 つ ま り 球 ヘ ッ ド が 所
定 の 運 動 に お い て ソ ケ ッ ト か ら 滑 り 出 す 傾 向 が あ る 。 専 門 文 献 で は 、 人 工 股 関 節 等 の プ ロ
ス テ ー シ ス シ ス テ ム の 脱 臼 傾 向 の パ ー セ ン ト は １ 桁 に 上 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 脱 臼 傾 向 に 対 抗 す る 手 段 と し て は 、 ソ ケ ッ ト の 縁 部 を 高 く す る こ と 、 又 は 滑
り 対 偶 の 直 径 を 大 き く す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 球 ヘ ッ ド の 滑 り 対 偶 直 径 は 、 ソ ケ ッ ト と 関
節 を 成 す 、 球 ヘ ッ ド の 外 側 面 の 直 径 に よ っ て 規 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら こ の よ う な 構 造 的 な 構 成 に は 様 々 な 欠 点 が あ る 。 例 え ば ソ ケ ッ ト の 縁 部 を
高 く す れ ば 、 ソ ケ ッ ト 内 に お け る ス テ ム を 備 え た 球 ヘ ッ ド の 運 動 ス ペ ー ス が 著 し く 制 限 さ
れ る 。 直 径 が よ り 大 き い 滑 り 対 偶 、 つ ま り よ り 大 き い 球 ヘ ッ ド 及 び よ り 大 き い ソ ケ ッ ト の
挿 入 は 、 提 供 さ れ た 組 み 付 け ス ペ ー ス が 制 限 さ れ る こ と に よ っ て 限 定 さ れ る こ と に な る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 課 題 は 、 人 工 股 関 節 に お け る 脱 臼 傾 向 を 、 従 来 の も の と 比 較 し て 改 善 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 課 題 を 解 決 し た 本 発 明 に よ れ ば 、 球 ヘ ッ ド と ソ ケ ッ ト と の 間 に 双 極 シ ェ ル が 配 置 さ
れ て い て 、 前 記 球 ヘ ッ ド が 双 極 シ ェ ル 内 で 回 転 し 、 該 双 極 シ ェ ル が 前 記 ソ ケ ッ ト 内 で 回 転
す る よ う に し た 。 こ の よ う な ２ 重 の 回 転 可 能 性 に よ っ て 、 脱 臼 は 著 し く 減 少 さ れ る 。 こ の
シ ス テ ム は 、 「 ダ ブ ル 可 動 性 シ ス テ ム ； double mobility system」 と も 呼 ば れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 有 利 に は 、 双 極 シ ェ ル と 球 ヘ ッ ド と か ら 成 る 滑 り 対 偶 の 直 径 比 は 、 １ ． ０ ５ ～ ５ の 間 、
有 利 に は １ ． ２ ～ ２ の 間 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 有 利 に は 双 極 シ ェ ル の 滑 り 対 偶 直 径 は 、 ２ ６ ｍ ｍ ～ ４ ０ ｍ ｍ の 間 、 有 利 に は ３ ２ ｍ ｍ で
あ っ て 、 球 ヘ ッ ド の 滑 り 対 偶 直 径 が １ ４ ｍ ｍ ～ ３ ２ ｍ ｍ の 間 、 有 利 に は ２ ２ ． ２ ｍ ｍ で あ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 製 の 球 ヘ ッ ド と セ ラ ミ ッ ク 製 の 双 極 シ ェ ル と セ ラ ミ ッ ク 製 の ソ ケ ッ ト と を 備
え て い る 形 式 の 人 工 股 関 節 に お い て は 、 こ れ ら の セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 の 摩 擦 学 的 な 条
件 が 次 の よ う な 特 徴 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 規 定 さ れ て い る 、 つ ま り
　 ａ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 の 硬 さ が １ ０ ０ ０ Ｈ Ｖ （ ビ ッ カ ー ス ） よ り も 大 き い 、
　 ｂ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 の 関 節 を 成 す 面 の 表 面 光 沢 が ０ ． １ μ ｍ よ り も 小 さ い 粗 さ
を 有 し て い る （ Ｒ ａ 値 ＜ ０ ． １ μ ｍ ） 、
　 ｃ ） セ ラ ミ ッ ク 製 の 構 成 部 材 の 関 節 を 成 す 面 の 接 触 角 が 、 １ ° ～ ８ ° の 間 （ リ ン ガ ー 液
内 で 測 定 し て ） で あ る 、
　 ｄ ） セ ラ ミ ッ ク の 構 成 部 材 の 関 節 を 成 す 面 の 滑 り 対 偶 の 直 径 差 が 、 １ ～ ２ ０ ０ μ ｍ の 間
、 有 利 に は ２ ０ μ ｍ ～ １ ２ ０ μ ｍ の 間 で あ る 、
　 と い う 特 徴 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 規 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 有 利 な 実 施 例 で は 、 双 極 シ ェ ル に 対 す る 球 ヘ ッ ド の 回 転 中 心 点 と 、 ソ ケ ッ ト に 対 す る 双
極 シ ェ ル の 回 転 中 心 点 と が 、 ず れ （ ｄ ） を 有 し て い て 、 こ の ず れ （ ｄ ） が ０ ． １ ｍ ｍ ～ ５
ｍ ｍ の 間 、 有 利 に は １ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ５ ｍ ｍ の 間 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 有 利 な 実 施 例 で は 、 双 極 シ ェ ル は 、 種 々 異 な る 壁 厚 の 横 断 面 を 有 し て お り 、 こ の 場 合 、
双 極 シ ェ ル の 開 口 部 の 領 域 に 最 大 壁 厚 が 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 球 ヘ ッ ド は 、 双 極 シ ェ ル 内 で 固 定 リ ン グ に よ っ て 保 持 さ れ て お り 、 こ の 固 定 リ ン グ は 、
双 極 シ ェ ル の 縁 部 に お い て こ の 双 極 シ ェ ル に 挿 入 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 、 従 来 技 術 の も の と 比 較 し た こ の 人 工 股 関 節 の 利 点 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ・ 運 動 遊 び ス ペ ー ス （ Ｒ Ｏ Ｍ ＝ Range of motion； 運 動 範 囲 ） は 、 ソ ケ ッ ト の 縁 部 が 高
く さ れ た 従 来 の シ ス テ ム と 比 較 し て 著 し く 拡 大 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ・ 脱 臼 傾 向 は 、 固 定 リ ン グ を 有 す る 双 極 シ ェ ル と ソ ケ ッ ト と の 間 の く さ び 効 果 に よ っ て
著 し く 減 少 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ・ 特 別 な 運 動 学 （ Kinematik)及 び 摩 擦 学 （ Tribologie） に よ っ て 、 簡 単 な 回 転 を 規 定 す
る 運 動 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 運 動 経 過 は 次 の よ う に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま ず 球 ヘ ッ ド と 双 極 シ ェ ル と の 間 の 運 動 が 行 わ れ る 。 例 え ば ス テ ム が 固 定 リ ン グ に ぶ つ
か る こ と に よ っ て 、 こ の 第 １ の 滑 動 面 の 運 動 が 終 了 す る と 、 双 極 シ ェ ル と ソ ケ ッ ト と の 間
の 第 ２ の 滑 動 面 が 使 用 さ れ る 。 つ ま り 双 極 シ ェ ル の 外 側 の 球 領 域 に お い て の み 別 の 運 動 が
行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 規 定 さ れ た 摩 擦 学 的 な 特 性 及 び 運 動 学 的 な 条 件 に よ っ て 、 双 極 シ ェ ル の 外 側 の 球 領 域 の
中 心 点 を 中 心 と し た 純 粋 な 回 転 が 行 わ れ る の で は な く 、 球 ヘ ッ ド の 中 心 点 を 中 心 と し た 双
極 シ ェ ル の 回 転 が ま ず 行 わ れ る 。 こ の 際 に 、 双 極 シ ェ ル は ソ ケ ッ ト か ら 出 る 。 こ の 特 別 な
連 結 運 動 の 結 果 、 固 定 リ ン グ を 有 す る 双 極 シ ェ ル と ソ ケ ッ ト と の 間 で く さ び 固 定 が 生 じ る
。 そ れ に よ っ て 、 脱 臼 は 著 し く 困 難 と な る （ こ れ は 脱 臼 力 を 測 定 す る こ と に よ っ て 証 明 さ
れ る ） 。 そ の 結 果 は 、 脱 臼 傾 向 は 著 し く 低 下 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ロ ス テ ー シ ス （ 補 綴 、 人 工 挿 入 物 ） シ ス テ ム の 材 料 ：
　 こ の プ ロ ス テ ー シ ス は 次 の 材 料 よ り 成 っ て い る 。
 1. プ ロ ス テ ー シ ス ス テ ム （ 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 有 利 に は 金 属
 2. 球 ヘ ッ ド （ セ ラ ミ ッ ク 、 金 属 、 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 有 利 に は セ ラ ミ ッ ク
 3. 双 極 シ ェ ル （ 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 有 利 に は セ ラ ミ ッ ク
 4. 固 定 リ ン グ （ 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 有 利 に は プ ラ ス チ ッ ク
 5. ソ ケ ッ ト 又 は ソ ケ ッ ト イ ン サ ー ト （ 金 属 、 セ ラ ミ ッ ク 、 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 有 利 に は セ
ラ ミ ッ ク
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の そ の 他 の 特 徴 は 、 図 面 に 記 載 さ れ て い て 、 以 下 に 詳 し く 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に は 、 本 発 明 の １ 実 施 例 に よ る 人 工 股 関 節 の 詳 細 が 側 面 図 及 び 断 面 図 で 示 さ
れ て お り 、 図 ６ 及 び 図 ７ に は 、 完 全 な 人 工 股 関 節 の 横 断 面 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ に は ス テ ム １ の 前 部 が 示 さ れ て お り 、 こ の 前 部 の 図 示 し て い な い 端 部 が 大 腿 骨 内 に
植 設 さ れ る 。 ス テ ム １ の 図 示 の 端 部 は 円 錐 形 面 ７ を 備 え て い る 。 こ の 円 錐 形 面 ７ は 、 図 ２
に 示 さ れ て い る よ う に 球 ヘ ッ ド ２ を 固 定 す る た め に 用 い ら れ る 。 球 ヘ ッ ド ２ は 凹 部 を 有 し
て お り 、 こ の 凹 部 は そ の 周 面 が 同 様 に 円 錐 形 面 を 備 え て お り 、 そ れ に よ っ て 球 ヘ ッ ド ２ を
ス テ ム １ に 固 定 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に は 、 球 面 状 の 外 側 面 ９ を 備 え た 双 極 シ ェ ル ３ が 示 さ れ て い る 。 双 極 シ ェ ル ３ は 、
そ の 開 口 部 に 向 い た 側 の 内 部 に 、 凹 部 ８ を 備 え て お り 、 こ の 凹 部 ８ 内 に 固 定 部 （ 図 ４ 参 照
） を 嵌 め 込 む こ と が で き る 。 固 定 リ ン グ ４ は 、 双 極 シ ェ ル ３ 内 で 球 ヘ ッ ド ２ を 固 定 す る た
め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ に は 、 図 ３ に 示 さ れ た 双 極 シ ェ ル を 受 容 す る た め の 球 状 の 凹 部 を 備 え た ソ ケ ッ ト ５
が 示 さ れ て い る 。 ソ ケ ッ ト ５ は そ の 外 側 で 円 錐 形 の 傾 斜 面 １ ０ を 備 え て お り 、 こ の 傾 斜 面
１ ０ は ２ つ の 扁 平 面 １ １ ， １ ２ を 介 し て 、 上 縁 部 １ ４ に 対 し て 平 行 に 延 び る 扁 平 面 １ ３ に
移 行 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に は 、 前 記 個 別 の 部 材 を 組 み 合 わ せ た 状 態 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 有 利 な 実 施 例 で は ス テ ム １ が 金 属 か ら 成 っ て い て 、 球 ヘ ッ ド ２ と 双 極 シ ェ ル ３ と ソ ケ ッ
ト ５ と が セ ラ ミ ッ ク よ り 成 っ て い る 。 こ の 球 ヘ ッ ド ２ と 双 極 シ ェ ル ３ と ソ ケ ッ ト ５ と は 、
上 記 の よ う に 個 別 に 加 工 若 し く は 製 造 さ れ て い る 。 内 部 に ソ ケ ッ ト ５ が 挿 入 さ れ て い る 外
側 の シ ェ ル ６ は 、 金 属 よ り 成 っ て い る 。 こ の 外 側 の シ ェ ル ６ は 、 ソ ケ ッ ト ５ が 骨 盤 に 直 接
植 設 さ れ る 場 合 に は 、 省 い て も よ り 。 符 号 ４ で 示 さ れ た 固 定 リ ン グ は プ ラ ス チ ッ ク よ り 製
造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ に は 、 球 ヘ ッ ド ２ － 双 極 シ ェ ル ３ と 、 双 極 シ ェ ル ３ － ソ ケ ッ ト ５ と の 回 転 中 心 点 の
ず れ ｄ が 示 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 ス テ ム １ の 、 球 ヘ ッ ド に 向 い た 側 の 端 部 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 球 ヘ ッ ド ２ の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 双 極 シ ェ ル ３ の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 双 極 シ ェ ル ３ 内 に 挿 入 す る た め の 固 定 リ ン グ ４ の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ソ ケ ッ ト ５ の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 人 工 股 関 節 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ず ら し 寸 法 ｄ だ け ず ら さ れ た 人 工 股 関 節 の 概 略 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ 　 ス テ ム 、 　 ２ 　 球 ヘ ッ ド 、 　 ３ 　 双 極 シ ェ ル 、 　 ４ 　 固 定 リ ン グ 、 　 ５ 　 ソ ケ ッ ト
、 　 ６ 　 外 側 の シ ェ ル 、 　 ７ 　 円 錐 形 面 、 　 ８ 　 凹 部 、 　 ９ 　 外 側 面 、 　 １ ０ 　 傾 斜 面 、
　 １ １ ， １ ２ ， １ ３ 　 扁 平 面 、 　 １ ４ 　 上 縁 部 、 　 ｄ 　 ず れ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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